
［成果情報名］バレイショに含まれる澱粉の機能性を活用した豚排せつ物からの臭気低減 

［要約］バレイショに含まれる澱粉は低蛋白質飼料原料に用いることで、肥育豚の尿中窒素排せ

つ量を低減し、排せつ物からのアンモニア揮散量を抑制する。規格外バレイショを低蛋白質飼

料原料として利用したエコフィードでも同様の効果が得られ、臭気とあわせて環境負荷物質の

低減が可能である。 
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［背景･ねらい］ 

家畜排せつ物法の施行以降、環境問題に対する消費者の意識は高く、養豚農家では糞尿の適

正処理と併せて、近隣への臭気対策や糞尿に含まれる環境負荷物質の低減など、環境に配慮し

た経営が求められている。特に臭気については、拡散しやすい開放型豚舎での対応が難しいこ

とから、飼料の栄養制御による低減方法が検討されている。 

バレイショに含まれる澱粉は胃や小腸で消化・吸収されない難消化性澱粉の割合が高いこと

から、下部消化管においてプレバイオティックな機能性を持つとされる。この難消化性澱粉（馬

鈴薯澱粉）を肥育豚に対して、低蛋白質飼料に調整して給与することで、尿中窒素排せつ量を

低減し、排せつ物からのアンモニア揮散量を低減できる可能性がある。 

そこで、臭気低減に向けたバレイショに含まれる澱粉の機能性を明らかにすると共に、規格

外バレイショを飼料利用する際の効果について検討を行う。 

 

 

［成果の内容･特徴］ 

１．馬鈴薯澱粉を配合した低蛋白質飼料の給与は澱粉の用量に依存して肥育豚の尿中窒素排せ

つ量を減尐し、糞尿の窒素排せつ比率を増加させる（表１、２）。 

 

２．馬鈴薯澱粉を配合した低蛋白質飼料の給与は一般的な飼料給与と比較し、尿中窒素排せつ

量の低減に伴い、排せつ物からのアンモニア揮散量を大幅に低減できる（表１、２、図１）。 

 

３．規格外バレイショを用いた低蛋白質飼料の給与は、馬鈴薯澱粉の添加と同様の効果を示し、

尿中窒素排せつ量の減尐からアンモニア揮散量が抑制される（表１、２）。 

 

４．一般的な飼料より粗蛋白質含量が４％低い低蛋白質飼料は、肥育豚の総窒素排せつ量を約

３割低減できる（表１、２）。 

 

 

［成果の活用面･留意点］ 

１．肥育豚の臭気低減に向けた基礎資料として活用できる。 

 

２．規格外バレイショの飼料利用により臭気低減が可能となることで、養豚用飼料への利用促

進に寄与する。 

 

３．低蛋白飼料の設計には、肥育成績や枝肉成績に影響しないようにアミノ酸バランスを十分

考慮する必要がある。 



［具体的データ］ 

表1　窒素出納試験の概要
供試豚 備考

対照区
CP15.7%

TDN76.1%

トウモロコシ、大麦、大豆粕を主体とした
一般的な仕上げ期飼料。

20％澱粉区
CP11.6%

TDN76.3%

馬鈴薯澱粉を20％配合し、CPが対照区
より約4％低い低蛋白質飼料。

対照区
CP15.7%

TDN76.1%
試験Ⅰと同じ飼料。

5％澱粉区
CP11.7%

TDN75.9%

馬鈴薯澱粉を5％配合し、CPが対照区
より約4％低い低蛋白質飼料。

10％澱粉区
CP11.6%

TDN76.1%

馬鈴薯澱粉を10％配合し、CPが対照区
より約4％低い低蛋白質飼料。

対照区
CP15.6%

TDN75.0%
試験Ⅰと同等の飼料。

バレイショ区
CP11.5%

TDN75.0%

バレイショサイレージ2)を18%配合し、シ
ロップ廃液および穀類等により調整した
水分74.2%の低蛋白質リキッド飼料。

給与飼料1）

WL・D
去勢雄4頭
（平均体重：

64.0kg）

試
験
Ⅰ

試
験
Ⅲ

WL・D
去勢雄8頭
（平均体重：

70.1kg）

試験Ⅰ：代謝ケージへの馴致期を6日間設け、1期8日
間（予備期4日、試験期4日）の反転法により窒素出納
試験を実施した。

試験Ⅱ：試験Ⅰと同様の日程で窒素出納試験を3反復
した。

試験Ⅲ：試験Ⅰと同様の日程で窒素出納試験を2反復
した。対照区はバレイショ区のリキッド飼料の水分と等
しくなるように加水して給与した。

1）各試験の低蛋白質飼料は肥育豚のアミノ酸要求量を
全て充足している。
   飼料は体重の3%乾物量を1日3回に分けて給与し
た。
2）バレイショサイレージの詳細は2011年成果情報「簡
易バンカーサイロによる規格外バレイショの省力的な
保存」の通り。

試
験
Ⅱ

WL・D
去勢雄9頭
（平均体重：

65.9kg）

表2　馬鈴薯澱粉が肥育豚の窒素排せつ量およびアンモニア揮散量に及ぼす影響
試験Ⅰ

総窒素排せつ量（g/日） 29.9 20.8 (  69.5)

糞中窒素排せつ量（g/日） 7.4 10.4 (140.5)

尿中窒素排せつ量（g/日） 22.5 10.3 (  45.8)

糞中N/尿中N

アンモニア揮散量1）（mg/日） 1345(38.4)

試験Ⅱ

総窒素排せつ量（g/日） 29.8 20.9 (70.1) 19.9 (66.8)

糞中窒素排せつ量（g/日） 9.6 9.4 (97.4) 9.3 (96.5)

尿中窒素排せつ量（g/日） 20.2 11.5 (57.0) 10.7 (52.7)

糞中N/尿中N

アンモニア揮散量1）（mg/日） 1988(29.3) 1843(27.2)

試験Ⅲ

総窒素排せつ量（g/日） 34.9 25.5 (  73.1)

糞中窒素排せつ量（g/日） 10.6 11.0 (104.0)

尿中窒素排せつ量（g/日） 24.3 14.5 (  59.6)

糞中N/尿中N

アンモニア揮散量1）（mg/日） 2581(33.5)

(　 )内は各項目の対照区に対する割合(%)。
1）窒素出納試験で採取した糞尿を一定量で混合し、発生するアンモニア揮散量をin vitro 法により測定。

対照区

3500     

6784     

7707     

0.76

対照区

対照区
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0.44

20%澱粉区

5％
澱粉区

バレイショ区

10％
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0.86

1.01
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図1　バレイショ澱粉が豚舎内アンモニア濃度に及ぼす影響
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※調査方法：
　各試験区WL･D4頭を1.35㎡/頭の飼育面積
でウインドレス豚舎に飼養した。
　
　1期7日間の飼料反転法により試験を実施
し、試験期間中22時から翌日8時までのア
ンモニア濃度を一定の2地点で留置式検知
管を用いて測定した。

　得られたデータの平均値を単位時間当た
りに換算し、平均濃度とした。
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